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　明けましておめでとうございます。
　令和６年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申
し上げます。皆様方におかれましては、つつがなく
新しい年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
　当連合会は、昨年５月に事務所の移転とバリアフ
リー対応した講習会場の整備を行い、関係者の皆様
には、多大なるご支援・ご協力を賜り、心より感謝
申し上げます。
　昨今の経済情勢については、景気は緩やかな回復
傾向にあるものの、３年を超えるコロナの影響や円
安、資源・原材料価格の高騰など、未だ不透明な状
況が続いております。
　政府による物価高対策など、各種施策が速やかに
実行され、経済成長・景気回復が進みますことを期
待しているところであります。
　さて、昨年は、「第14次労働災害防止計画」が策
定されました。誰もが安全かつ健康に働くために
は、労働者の安全衛生対策の責務を負う事業者をは
じめ、注文者や労働者などの関係者が安全衛生対策
について、自身の責任を認識し、真摯に取り組むこ
とが重要であります。また、「費用としての人件費
から、資産としての人的投資」に向けた変革の重要

性が増しており、安全衛生対策に取り組む事業者
が、社会的に評価される環境を醸成することが望ま
しいと考えます。
　また、安全衛生対策は、会社経営上のリスクに備
えることでもあります。
　「健康経営」や「SDGS」の考え方が浸透しつつ
ありますが、安全衛生対策に取り組むことは、人を
大切にすることであり、労働生産性の維持・向上に
つながるため、労働者の定着や募集などにも良い影
響を与えると考えられます。
　当連合会におきましては、登録教習機関ならびに
登録安全衛生推進者等養成講習機関として、技能講
習をはじめ、各種教育講習等の実施を通じて、労働
災害の防止に寄与すべく、本年も講習等の充実を図
っていくほか、各地区の労働基準協会と連携しなが
ら、安全衛生等に関する周知啓発、意識の高揚のた
めのセミナー開催や広報活動などを積極的に推進し
ていきたいと考えています。
　最後になりますが、新しい年が皆様にとってより
良い年になるよう心からお祈り申し上げますととも
に、当連合会の事業活動への変わらぬご支援、ご協
力を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶と
させていただきます。
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には、労働行政の推進に、格別のご理解、ご
協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、三重県内の雇用情勢につきましては改善の
動きに一部で弱さがみられ、また、原材料価格の上
昇、急激な円安、物価高など、会員の皆様には、事
業運営に大変なご苦労があるものと拝察いたしま
す。
　このような状況を踏まえ、三重労働局といたしま
しては、本年も引き続き、「賃上げ・人材活性化・
労働市場強化」をはじめとし、多様な人材の活躍促
進や多様な働き方への支援のための各種施策を、地
域における総合労働行政機関として、労働基準監督
署及びハローワークと一体となって推進してまいり
ます。
　労働災害の防止について、昨年の三重県内におけ
る労働災害による死亡者数は、11月末現在で8人と
前年同期比で同数となり、休業4日以上の死傷者数
につきましては、11月末現在で1,875人と前年同期
比で7人の減少となりました。
　近年の労働災害の傾向をみてみますと、死亡災害
については、建設業における高所からの「墜落・転
落」や製造業における機械、設備等による「はさま
れ・巻き込まれ」など、それぞれの業種の業務内容
に起因する特有の災害が多く発生しています。ま
た、死傷災害については、「転倒」、「腰痛」など
労働者の作業行動に起因するものや、60歳以上の高
年齢労働者の労働災害が顕著に増加しています。
　一方、職場における労働者の健康保持増進に関し
ては、メンタルヘルスや過重労働への対応、化学物
質の自律管理や石綿ばく露防止、治療と仕事の両立
支援など多様化しております。
　このような状況の中、昨年４月から第14次労働災

害防止計画がスタートしており、本計画において
は、三重県内の安全衛生を取り巻く状況と施策の方
向性を踏まえ、関係者等が一体となって取り組むべ
き事項を定めています。
　各会員企業におかれましても、経営トップの強い
リーダーシップの下、労使双方が危機感を持って、
労働災害防止対策に取り組んでいただきますよう、
お願い申し上げます。
　「働き方改革」についてですが、令和６年４月よ
り、建設事業、自動車運転の業務、医師等について
も、時間外労働の上限規制が適用されることとなり
ます。引き続き、中小企業等を中心にきめ細やかな
支援を行い、長時間労働削減に向けた自主的な取組
を促進してまいります。また、長時間労働の背景に
は取引慣行上の問題など、個々の事業主の努力だけ
では 解決することが困難な課題もあり、発注者や
荷主といった取引関係者をはじめとする国民一人一
人に理解を深めていただき、課題の解消に向けて協
力を得るため、広く周知広報を実施し、長時間労働
の改善に向けた機運の醸成を図ってまいります。
　三重県最低賃金が昨年の10月1日から40円引き上
げられ時給973円となりました。三重労働局では、
生産性を向上させ、事業場内で最も低い賃金を引き
上げた場合に対象となる「業務改善助成金」や、非
正規雇用労働者の企業内でのキャリアアップを促進
するための「キャリアアップ助成金」など各種助成
金を用意しておりますので、活用についてご検討い
ただきますようお願い申し上げます。加えて、同一
労働同一賃金の徹底や、賃上げに向けた環境整備も
進めてまいります。
　結びに、労働行政の推進に当たっては、貴協会並
びに会員各位のご理解とご協力が不可欠です。今後
とも、皆様と連携し、三重労働局職員が一丸となっ
て、役割を果たしてまいりたいと考えておりますの
で、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　末筆ながら、貴協会の益々のご発展と会員企業の
皆様のご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶と
させていただきます。

新年のご挨拶

三重労働局長

金 尾　文 敬

労 基 み え ⑶

謹 賀 新 年

三重労働局 一般社団法人三重労働基準協会連合会労働基準監督署
局 長 金　尾　文　敬
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半　田　敦　裕

公共職業安定所
髙　木　俊　宏
横　田　由　美
冨　山　晃　伸
東　　　久　文
堀　内　　　修
大　西　一　幸
山　葺　真　弓
小　田　文　夫
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会 長 杉　浦　雅　和
宇　野　恭　生
山　崎　長　徳
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伊賀公共職業安定所長
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尾鷲公共職業安定所熊野出張所長

鈴鹿公共職業安定所長

桑名労働基準協会長

（一社）四日市労働基準協会長

津 労働基準協会長

松阪労働基準協会長

伊勢労働基準協会長

伊賀労働基準協会長
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過労死防止対策推進シンポジウムを開催しました過労死防止対策推進シンポジウムを開催しました
　過労死等防止啓発月間(11月)中に、三重労働局では四日市市において令和５年11月13日にシンポジウム
を開催し、多くの皆様に参加していただきました。
　片野労働基準部長の開会あいさつに続き、𠮷徳監督課長の「三重労働局からの報告」、こころの耳運営
事務局　石見事務局長から「職場におけるメンタルヘルス対策～企業の好事例からポイントを押さえ実践
につなげる～」をテーマにした基調講演等の内容で行いました。
　過労死をゼロにし、健康で充実して働き続けることのできる社会を目指すことや過労死等を防止するこ
との重要性について関心や理解を深めることができました。
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開会あいさつをされる片野労働基準部長
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市　村　京　子
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健 康 安 全 課 長
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訓 練 室 長

雇用環境・均等室長

宮　田　　　仁
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半　田　敦　裕

公共職業安定所
髙　木　俊　宏
横　田　由　美
冨　山　晃　伸
東　　　久　文
堀　内　　　修
大　西　一　幸
山　葺　真　弓
小　田　文　夫
堀　　　　　保

会 長 杉　浦　雅　和
宇　野　恭　生
山　崎　長　徳
田　端　英　明
森　　　輝　重

副 会 長

副 会 長
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専 務 理 事
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山　本　重　雄
山　崎　長　徳
田　端　英　明
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浜　田　𠮷　司
北　村　直　紀
高　済　和　弘

四日市労働基準監督署長

松阪労働基準監督署長

津労働基準監督署長

伊勢労働基準監督署長

伊賀労働基準監督署長

熊野労働基準監督署長

四日市公共職業安定所長

伊勢公共職業安定所長

津公共職業安定所長

松阪公共職業安定所長

桑名公共職業安定所長

伊賀公共職業安定所長
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伊勢労働基準協会長
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過労死防止対策推進シンポジウムを開催しました過労死防止対策推進シンポジウムを開催しました
　過労死等防止啓発月間(11月)中に、三重労働局では四日市市において令和５年11月13日にシンポジウム
を開催し、多くの皆様に参加していただきました。
　片野労働基準部長の開会あいさつに続き、𠮷徳監督課長の「三重労働局からの報告」、こころの耳運営
事務局　石見事務局長から「職場におけるメンタルヘルス対策～企業の好事例からポイントを押さえ実践
につなげる～」をテーマにした基調講演等の内容で行いました。
　過労死をゼロにし、健康で充実して働き続けることのできる社会を目指すことや過労死等を防止するこ
との重要性について関心や理解を深めることができました。

第 202 号 令和 6年 1月 1日

開会あいさつをされる片野労働基準部長
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資料出所：三重労働局「死亡災害速報」及び「労働者死傷病報告」（新型コロナウイルス感染者を除く）

死亡者数 休業4日以上の死傷者数
令和
４年

令和
５年

令和
４年

令和
５年

令和
４年

令和
５年

令和
４年

令和
５年対前

年比 対前年比
12月8日速報 11月末

製造業

内訳

死亡者数 休業4日以上の死傷者数
対前
年比 対前年比

12月8日速報 11月末
食 料 品
木材・木製品
化学工業
窯業土石製品
金属製品
一般機械
電気機械器具
輸送用機械
その他の製造業

全 産 業
製 造 業
鉱 業
建 設 業
運 輸 業
林 業
商 業
保健衛生業
その他の産業

三重県内の労働災害発生状況

※三重県最低賃金と特定（産業別）最低賃金の両方の最低賃金が同時に適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃金を支払わ
なければなりません。
　従って、「三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業最低賃金（時間額739円、日額5,907円、平成10年12月15日発効）」、「三重県一般機
械器具製造業最低賃金（時間額762円、平成15年12月15日発効）」、｢三重県洋食器・刃物・手道具金物類製造業最低賃金（時間額843円、
平成27年12月20日発効）」｢三重県ガラス・同製品製造業最低賃金（時間額923円、令和3年12月21日発効）」が適用される労働者につい
ては、三重県（地域別）最低賃金の金額以上の賃金を支払わなければなりません。

三重県内の
　最低賃金

円973

労 働 保 険特定（産業別）最低賃金 効力発生日

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業，舶用機関製造業、産業用運搬車両・同部分
品・附属品製造業、その他の輸送用機械器具製造業最低賃金

  「三重県最低賃金」は、県内の事業場で働くすべての労働者に適用されます。臨時・パート・アルバイトなど雇用
形態や年齢を問いません。
　なお、特定の産業に該当する事業場で働く労働者には、下表の「特定（産業別）最低賃金」が適用されます。た
だし、次の労働者は、「三重県最低賃金」が適用されます。
　① 18歳未満又は65歳以上の者
　②　雇い入れ後3月未満（「電線・ケーブル製造業」は6月未満）の者であって、技能習得中のもの
　③ 主として清掃又は片付け等軽易業務に従事する者
　　 ※派遣労働者については、派遣先の地域別又は特定（産業別）最低賃金が適用されます。

時間額三重県最低賃金
（令和5年10月１日発効）

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金    時間額 令和５年12月21日円999
令和５年12月21日時間額 円987
令和５年12月21日時間額 円1,022

　事業場の安全衛生を確保するためには、労働安全衛生法令の遵守はもとより、事業場の自主的な安全衛
生活動を継続的、かつ、計画的に実施することが必須となります。
また、事業場の安全衛生水準を向上させるには、前年（度）に取り組んだ安全衛生活動を検証し、その結
果を次年（度）の安全衛生活動に反映することが求められます。
　三重労働局ホームページ（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/
hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei.html#4_9）に
「令和６年（度）安全衛生管理計画及び実施結果報告書」
を掲載しておりますのでご活用をお願いします。

年間安全衛生管理計画の作成について

※50人以上の製造業（一部業種10人以上）・第三次産業（一部業種30人
　以上）など一定の事業場には、所轄労働基準監督署長から同報告書を
　送付の上、年間安全衛生管理計画の作成及び提出を依頼します。

年間安全衛生管理計画を作成し、
『ＰＤＣＡサイクル』

により、安全衛生活動を推進しましょう。

0
0
1
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0
0
0
0

－
±0%

－100%
±0%
±0%
±0%
±0%
±0%
±0%

111
15
60
28
76
48
32
40
84

122
22
38
42
66
47
31
45
84

＋11
＋7
－22
＋14
－10
－1
－1
＋5
±0

＋9%
＋47%
－37%
＋50%
－13%
－2%
－3%
＋13%
±0%

8
1
0
5
0
0
0
0
2

8
1
0
2
1
1
1
0
2

±0%
±0%
±0%
－60%

－
－
－

±0%
±0%

1,882
494
2

244
245
20
344
226
307

1,875
497
5

225
246
22
334
209
337

－7
＋3
＋3
－19
＋1
＋2
－10
－17
＋30

－1%
＋1%

＋150%
－8%
＋1%
＋10%
－3%
－8%
＋10%
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お問い合わせ：三重労働局職業安定部職業安定課需給調整事業室（℡.059-226-2165）
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（令和 5年 9月～12月）連合会活動日誌
◆ 9 月27日～29日　名古屋で第82回全国産業安全衛生
大会が開催

 中災防主催の全国産業安全衛生大会が名古屋市で開催さ
れました。11,500名の参加者、緑十字展には、３日間で延
べ25,562名の来場者を得て、盛会裡に終了しました。
◆ 10月 4日　三重県産業安全衛生大会を開催
　三重労働局、県内労働災害防止関係団体との共催、三重
県、労使団体の後援により、「三重県文化会館」において、
三重県産業安全衛生大会を開催しました。安全衛生分野に
おける優良事業場や功労者の表彰、労働災害防止に向けた
「大会宣言」の採択、ジャーナリストの中村竜太郎先生の
講演などが行われました。参加者は280名ほどでした。
◆ 10月21日22日　労働安全衛生法に基づく免許試験に協力
　公益財団法人安全衛生技術試験協会中部安全衛生技術セ
ンターによる三重地区出張特別試験が「サンワーク津」に
おいて行われ（受験者数615名）、その準備・運営に関係団
体とともに協力しました。

受賞おめでとうございます

無災害記録樹立おめでとうございます！

一般社団法人 三重労働基準協会連合会長表彰　（令和５年10月４日　令和５年度三重県産業安全衛生大会）
　◆ 優良事業場賞（9事業場）
　　　　フジタ電業株式会社
　　　　三重機械鐵工株式会社
　　　　株式会社岩間化学
　　　　九鬼産業株式会社　本社工場
　　　　ナイテック・プレシジョン・アンド・テクノロジーズ株式会社津工場

　◆ 功労者賞（8名）
　　　　岩野淳作　（昭永工業株式会社）
　　　　二井悠介　（東洋化工機株式会社）
　　　　田中慶一　（御在所ロープウエイ株式会社）
　　　　高鶴哲也　（本田技研工業株式会社鈴鹿製作所）
　　　　

　　　　　　　　（以上「敬称略」）

◆ 11月 6日　総務部会を開催
　「津フェニックスビル6階講習会場」において総務部会
を開催し、事務局から本年度事業の進行状況、本年度予算
の執行状況、今後の主要事業の準備状況を報告し、意見を
聴きました。
◆ 11月13日　本年度第３回通常理事会を開催
　「津フェニックスビル5階共用会議室」において第３回
通常理事会を開催し、事務局から本年度事業の進行状況、
本年度予算の執行状況、今後の主要事業の準備状況の報告
を行うとともに、意見を聴きました。
◆ 11月14日～21日　各地区の労働基準協会が安全衛生
大会・優良勤労者表彰式等を開催

　各地区労働基準協会が14日から21日（14日 松阪、15日
伊勢、17日 桑名・津・伊賀・熊野尾鷲、21日 四日市）に
かけて安全衛生大会及び優良勤労者表彰式等が開催されま
した。

連合会からのお知らせ連合会からのお知らせ

株式会社ユーパック
橋本電子工業株式会社
株式会社真珠漬本舗
株式会社ヤマキン　名張工場

小阪基久　（富士電機株式会社鈴鹿工場）
島澤隆二　（日本板硝子株式会社津事業所）
大野伸二　（トライス株式会社）
福島俊治　（ケイミュー（株）伊賀事業所）

　令和 4年12月 5 日　　グリーンウッドタクミ協同組合（松阪）が第五種（金賞）
　令和 5年 1月16日　　日本カニゼン株式会社四日市製造工場（四日市）が第二種（進歩賞）
　令和 5年 8月16日　　松阪木質バイオマス熱利用協同組合（松阪）が第一種（努力賞）
　令和 5年10月 1 日　　ケーエム精工株式会社三重工場（伊賀）が第三種（銅賞）を
　それぞれ達成していただき、中央労働災害防止協会の「中小企業無災害記録証」を授与されました。
　おめでとうございました。
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1 月15日～16日

1 月11日～12日

1 月30日～31日

3 月 7 日～ 8日

3月12日～13日

1 月25日～26日

2 月 1 日～ 2日

3月 5日～ 6日

1月23日～24日

1 月30日～31日

2 月20日～21日

1 月17日～19日

2 月14日～16日

1 月26日～27日

3 月 8 日～ 9日

鈴鹿地域職業訓練センター

津フェニックスビル6階講習会場

津フェニックスビル6階講習会場

近 鉄 百 貨 店 四 日 市 店

近 鉄 百 貨 店 四 日 市 店

津フェニックスビル6階講習会場

津フェニックスビル6階講習会場

鈴鹿地域職業訓練センター

近 鉄 百 貨 店 四 日 市 店

近 鉄 百 貨 店 四 日 市 店

津フェニックスビル6階講習会場

近 鉄 百 貨 店 四 日 市 店

北勢自動車協会（四日市）

北勢自動車協会（四日市）

ポリテクセンター三重（四日市）

ポリテクセンター三重（四日市）

当連合会ホームページから「インターネット申込」が便利です。

令和6年1月～令和6年3月の講習会（技能講習）予定

講習会（養成講習、特別教育、研修等）予定

種　　　　　別 実施月日 会　　　場 受講費用

１１,６５０円

１１,５９５円

１２,５３０円

１２,５３０円

１２,５３０円

１２,５３０円

１２,５３０円

１２,５３０円

１２,５３０円

１１,９８０円

４８,２８０円

４８,２８０円

１５,６１０円

１５,６１０円

１３,７５０円

１３,７５０円
免除なし4 4 , 0 0 0 円
１号免除3 7 , 5 1 0 円
２号免除3 9 , 6 0 0 円

技

　
　
　
　
　能

　
　
　
　
　講

　
　
　
　
　習

津 フ ェ ニ ッ ク ス ビ ル
中部電力中勢配電訓練所（美里）

2 月 6 日～ 7日
8日 ・ 9 日

（1）原則として、講習予定日の２か月前の月の初営業日から、当連合会のホームページに募集案内、申込書等をアップ（ダウンロード可能）し、申込みを
受け付けます。なお、募集開始以降は、ご要望によりFAXによる案内・申込書の送付もいたします。

（2）申込みについては、当連合会ホームページからインターネットやFAXによりお申し込みください。
　　一部の講習会の募集について、受付開始後すぐに満席により受付終了する場合があります。
　　　〈FAX申込の方〉
　　　入金前に電話にて受付状況を確認願います。受付開始直後は回線が混み合います。送信完了後、しばらく経ってからご連絡ください。
　　　〈Web申込の方〉
　　　自動送信の「講習申込仮予約確認」メール受信を確認のうえ、入金ください。
　　　※受付前及び満席後の入金は返金対応となりますのでご注意ください。受付できない場合は、当連合会より順次ご連絡いたします。
（3）受講費用は消費税・テキスト代を含んでいますが、消費税・テキスト代が変更された場合には改定することがありますのでご了解ください。
（4）県内の各地区労働基準協会の会員事業場と一般事業場（非会員）で一部の受講料が異なります。また、会員事業場は、テキスト代を補助しています。

上記受講料は会員事業場向けとなっています。一般事業場（非会員）は、連合会のホームページで受講費用をご確認ください。  

乾燥設備作業主任者技能講習

は い 作 業 主 任 者 技 能 講 習

有機溶剤作業主任者技能講習

有機溶剤作業主任者技能講習

有機溶剤作業主任者技能講習

石 綿 作 業 主 任 者 技 能 講 習

建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

ガ ス 溶 接 技 能 講 習

ガ ス 溶 接 技 能 講 習

高 所 作 業 車 運 転 技 能 講 習

特定化学物質及び四アルキル鉛等
作 業 主 任 者 技 能 講 習
特定化学物質及び四アルキル鉛等
作 業 主 任 者 技 能 講 習
特定化学物質及び四アルキル鉛等
作 業 主 任 者 技 能 講 習
特定化学物質及び四アルキル鉛等
作 業 主 任 者 技 能 講 習

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素 危 険
作 業 主 任 者 技 能 講 習

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素 危 険
作 業 主 任 者 技 能 講 習

2 月29日～    
     3 月 1 日

養
成
講
習
・
特
別
教
育
等

1 月23日～24日

2 月 6 日～ 7日

2月27日～28日

2 月22日

1 月17日　　　
　　18・19日　

津フェニックスビル6階講習会場

ホンダアクティブランド（鈴鹿）

ＮＤＳソリューション（四日市）

近 鉄 百 貨 店 四 日 市 店

津フェニックスビル6階講習会場

種　　　　　別 実施月日 会　　　場 受講費用

安 全 管 理 者 選 任 時 研 修

化学物質管理者講習（製造）

産 業 用 ロ ボ ッ ト 教 示 等 業 務
特 別 教 育
産 業 用 ロ ボ ッ ト 検 査 等 業 務
特 別 教 育

マスクフィットテスト実施者
養 成 研 修

１１,６５０円

１１,９８０円

２３,５３０円

２７,３８０円

２０,９００円


